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＜連絡事項＞

・定期心電図検査（11/26）について、誘導スタッフを付けますので、スムーズに進行、実施できるようにしてください。
・患者様が他病棟へ移動する際は、処方処置板記載内容の申し送り、確認等確実に実施し処理をしてください。

＜患者様連絡事項＞

・齋藤　秀子　様　～東Cユニット、西Aユニットへ移動。

・荒川　清四郎様　～東合併症室から南病棟Bユニットへ移動。

・佐々木　兼太郎様～各食前のBS測定の指示あり。12/12労災病院にて泌尿器、心臓血管、糖尿病内分泌センター受診のためご家族同伴にて外出予定。

・島守　輝義　様　～外泊訓練について、奥様の体調が優れないことから、状況を再度確認し担当医へ報告する。　

＜隔離･身体拘束患者様ケース検討＞

・澤口　直美　様～躁状態にて迷惑行為の可能性が高い為、終日身体拘束継続中。

多弁、妄想に左右された発言多く、疎通性困難な状況。引き続き、拘束解除の早期実現と、精神症状の安定を図るための介入をしていく。

・池野　功一様～　興奮、不穏強く幻覚妄想状態で迷惑行為があるため終日隔離継続中。

　　　　　　　　　天井を向いての独語聞かれているが、不穏さはない。拒薬に対しては、時間をおいて対応し、服薬できている。引き続き、早期の隔離解除に向け精神状態を観察、介入をして行く。

・木村　格治様～　躁状態で他者への迷惑行為多くトラブルの可能性が多い為、終日隔離継続中。

　　　　　　　　　要求が通らないことで、ドア蹴りや大声、命令口調での話し掛けがみられている。引き続き精神状態を観察して行く。

・佐々木兼太郎様～突発的危険行為防止、点滴自己抜去の恐れあるため身体拘束継続中。

　　　　　　　　　昨夜の覚醒時、足蹴り等の粗暴行為がみられている。４肢拘束による浮腫や疼痛などはない。引き続き、夜間の睡眠確保および身体管理の継続をしていく。食事の摂取について、ご家族より、入院前からあまり摂取していなかったとの情報提供あり。

＜要注目患者様ケース検討＞

・波岡　助千代様～他者への迷惑行為、帰宅要求に伴った粗暴行為みられている。引き続き、観察介入をしていく。

・北野　晴康　様～自分が多重人格である事をスタッフに理解し対処をして欲しいと、書面にしてスタッフに渡している。

・谷崎　遥　様　～向井敦子様の話し掛けに対し、ストレスを感じていることスタッフに話されている。二人の距離をみて配慮した援助をしていく。

・飯田　修子　様～ユニットの移動を希望されていたが、同室の杉澤恵子様との接触にイライラ感を訴えること、精神症状の不安定さから部屋の移動となっている。引き続き、見守りと症状の観察をしていく。

＜作業療法から＞

・杉澤　恵子　様～目つきの悪さがみられ、移動中の体育館内で大声を発していた事があった。引き続き、観察を継続し、他患者様への影響などに注意、配慮していく。

＜田名部Dr診察＞

・金田　光希様～「どうしても、母と一緒にいると母に対して自分が何か持っているように感情

的になってしまう」と話され、単独の生活も考えていること担当医に話されて

いる。今後、面談の実施を検討して行く。

・高橋　伸治様～幻覚・妄想症状落ちついている。臨時薬継続処方となる。

・小林　満　様～夜間の睡眠時間は確保できている。飲酒欲求はなく、気分の抑うつなどの不調

は落着いてきたと話されている。

・北山　幸博様～予測指示は継続の指示となっている。

・丹内　栄子様～統合失調症の症状は強く残っており、入院治療の必要性を有し、本人の病識もないことから、医療保護入院の継続が妥当である旨、定期症状報告を担当医より行っている。

＜症例検討会＞

氏名：重文字　啓子様（50）

生年月日：S39.3.5

病　名　：統合失調症

担当医　：田名部Dr

病　棟　：東病棟Ｄユニット（当院入院1回目）

保護者　：大村　恵美子様（姉）

入院年月日：H26.11.19

＜経過＞

 　H18年4月頃、家事や父様の介護等がストレスとなり頭痛、不眠、疲労感等が出現。その後、『家族の言っている事は全て嘘』、『家族から責められている』と感じるようになる。上記症状が持続した事から、Ｈ18.4.19青森労災病院神経内科を受診。本人様が当院への転院を希望され、同年5月1日当院初診するが、通院には至らず、一度のみの受診となっていた。Ｈ21年4月頃より幻聴、不眠、頭痛等の症状が再燃。上記症状が持続した事から、Ｈ21.6.22当院再受診し、以後定期的な外来通院継続され、服薬継続している。Ｈ24年12月頃から毎日幻聴が聴こえるようになり、夜間睡眠不安定となる事もあった。Ｈ26年5月頃から幻聴、体感幻覚、妄想症状増悪

し、都度薬剤調整していた。Ｈ26.10.29姉様と一緒に来院され受診。強迫的な内容の幻聴が聴こえ、夜間も短時間しか睡眠出来ておらず、食事も食べない時があるとの事。現在単身生活しており、病状安定しない為単身生活継続は不安であり、姉様より入院治療希望聞かれる。

治験について本人、姉様に説明し、両者より同意を得た為、薬剤調整（治験）目的にて10：15東病棟Ｄユニットへ任意入院となる。

＜入院後の経過＞
入院後も幻聴がひどい苦しい又夜間もよく眠れていないと不調を訴えている。「2万人位の声」、幻聴で体をえぐられる」、「破片で目をえぐるぞ」等幻聴、体感幻覚により日常生活に支障がある。

＜今後の方針＞
治験実施に向け減薬中のため病状変化を観察、援助をしていく。

・処方　1.セルマニル（3）2T（1-0-1）→減薬中であり、幻聴の増悪の可能性がある。

　　　　　タスモリン（1）3T

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3×nde

　　　　2.フルニトラゼパム（2）1T

　　　　　ネルボン（5）1T

　　　　　コントシン（50）1T

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1×vds

氏名　　：北野　晴康様（きたの　はるやす）様　16歳　男性

主病名　：小児期情緒障害

担当医　：田名部Dr

入院形態：任意入院

病　棟　：東病棟Ｄユニット（当院入院1回目）

保護者　：山下　のぞみ様　続柄：母

入院年月日：H26.11.18

＜入院までの経過＞

　H22年母が離婚し、H24年再婚。母の離婚後は前父のところで妹と住んでいたが、父と上手く

いかず、ストレスを溜め、青森市の心療内科を受診したこともあった。H25.8月から同居するようになり、現父が厳しく、感情的ストレスが増大。自分で頚を絞めようとする事があり、H26.8.23当院初診。高校へは行っていたが、食事摂取後の嘔吐、夜間の不眠がみられ、また11/17、1人で青森市まで行き、捜索を受けるなど不穏行動がみられたため、11/18、母と受診し任意入院となる。

＜入院後の経過＞

　バイタルサインの異常は見られない。自分の中に別の人格の自分がいると繰り返し話されている。自傷行為や、希死的発言は聞かれない。自分が多重人格である事をスタッフに理解し対処をして欲しいと、書面にしてスタッフに渡している。
＜今後の方針＞
・父親と距離をおくための入院でもあり、自殺希図、自傷行為の既往があることから、本人が安

心できる環境作りをしていく。

・父親との関係改善が必要。

・退院後の支援について検討。高等学校に在学中。

・入院中に家族面談を実施する。

・児童相談所で実施された、心理検査の問い合わせを金田PSWへ依頼。

患者様氏名：畑中　成夫様　56歳　男性

主　病　名：統合失調症

主　治　医：田名部Ｄｒ　

入院形態　：医療保護入院

現　住　所：八戸市大字田面木字山道下19番地1畑中住宅8号室

保　護　者：村上 ユキ　様

入院年月日：H21.7.10

＜経過＞

> Ｈ25年10月23日東病棟Bユニットから西病棟Ｂユニットへ移動。移動後、神に関する発言聞かれるが行動化は無く経過。西に移動したと言う事で退院という目標が本人の中で設定され、誇大妄想に発展する事多く現実検討を促すが効果は得られない状況が続いていた。H26年4月に入り、徐々に外出による買い物が出来た事で、気分の高揚見られ買い物してきた嗜好品類を1週間で食べきる事がみられている。また、煙草が無くなる事で他者との物のやりとりも目立っている。神に関する発言は持続し、他者を宗教へ勧誘する事も時折見られ、話を聞いた女性患者様を「自分の妻になる人」と決めつけ追い掛け回すような行動あり、強い介入要していた。その後、その患者様の退院により行動は落ち着くが、次のターゲットを探し回る様子伺えている。8月より「神がそうしろって言うから」と他者への挨拶頻回。注意、指導するもやめれずいる。介入にてトラブルなく経過していたが、11月よりさらに挨拶が頻回とり他患者様よりクレームが多くなっている。妄想に左右された発言続き迷惑行為頻回にて、療養環境変更目的にて転棟となる。

＜転棟後の経過＞

神が挨拶しろって言っていたので」と最近の干渉行為について話している。話しかけの多さはあるが、目立った迷惑行為はなく他者と交流されている。「神が今は挨拶しなくていい」と挨拶行為も見られていない。表情も穏やかで、興奮や粗暴的な言動はない。

＜問題点＞

・幻聴、妄想に左右され、他者に対して過度な接触や干渉がある。（神の命令だから仕方ない）
・以前の経過から、症状悪化の際は突発的な暴力行為にいたる可能性がある。

＜今後の方針＞
・「聴こえなくなった」、「神が失敗だったと言っていた」、「東に来てからなくなった」と話され、

　西病棟へ戻ることを望まれている。症状の観察、日常生活の支援を行って西病棟移動の援助をしていく。

